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   ひがし北海道クレインズ様のスポンサーを、去年に引き続き 

  今年もやらせていただきます！ 

   5月28日にスポンサーシップパートナーとして認定証と 

  ユニフォームをいただきました。 

   今年最初の企業訪問とのことで釧路新聞社様・北海道新聞社様 

   NHK釧路様が取材に来られて、社長が緊張していました(笑) 

    当日のNHK放送では社長のインタビューが、翌日の新聞にも 

    バッチリ載っていました。 

     クレインズ様のFacebookでは他の企業さんへの訪問や 

    市内小学校への朝のあいさつ見守り活動の様子などの報告も 

     アップされていたので気になる方は是非見てみてください。     

先般の豪雨災害により被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます 

 

     クレインズの試合を見て“面白い!!!”とすっかりハマり 

      ホッケーファンになりました。 

      クレインズの選手に友達がいるのと 

      会社でクレインズを応援し協賛するとのことで 

      昨シーズンは何度も試合を見に行き応援できて 

（しかもいい席で♪）とっても嬉しく楽しかったです。 

娘・友達・河崎さん(当社工務部)、一緒に行った人たちと 

ワイワイ盛り上がり、ゴールが決まった時のあのスカッと感が 

またたまらなくテンションが上がりました!! 

実際に試合を見るとスピード感と迫力がすごくてカッコイイです。 

もっとたくさんの人が応援に行くと、選手も盛り上がり 

力になるのでは。と思います。 

なので今シーズンもたくさん応援に行かせていただきます!! 

                     (総務部 木野本千夏） 

 

我々の生活や経済に大ダメージを与えた新型コロナウイルスですが 

徐々に収まる気配をみせつつも、個人的にはウイルスとの正しい向き合い方をするにはもう少し 

時間がかかるのかな？という気がします。 

それはともかくとして、皆さん同様、私も普段の生活が出来ないというストレスを感じています。 

ただ、この出来事を通じて、改めて感じたこと。それは、変化にいち早く対応すべき 

ということです。社長を引き継いだ時に改めて当社の歴史を振り返りました。 

そこには時代の変化に対応し現在に至る歴史を見て取ることが出来ました。 

 私自身、長く会社や仕事を続けるために、この変化に対応するということは 

 一番に意識しているし、当社の社員に対しても意識して伝えているつもりです。 

 製造現場、ものづくりの環境は日々進化し、さらに今般のコロナウイルスウイルスショックでは 

 色々なことが変わりました。その中でも、変化を恐れたり面倒に感じたりせずに、対応した上で 

 生き残る、ということを強く感じた昨今でした。          

                         代表取締役 残間巌 



HPはこちらから→ リニューアルしました! 

  今年のＧＷはｺコロナの影響で 

 旅行には行けなかったので 

 おうち時間として家で焼き肉をしたり 

 パフェを作って楽しんでいました。 

 せっかくなので、前からほしかった 

 七輪を買ってしまいました。 

 パフェはかなりの自信作です！ 

 自由に出かけられない初めての状況で 

 大変でしたが、思いの外楽しいＧＷを 

 過ごせたと思います。  

           (検査部 下山空) 

自信作のパフェ⇒ 

  
 私のおうち時間は、部屋の片付け・断捨離・ 

 友人宅での宅飲みです!! 

 モノを捨てずに取っておくクセがあるので 

 片付けと共に、今まで持っていたモノを 

 手放すことを決意しました、長期にわたる 

 自粛期間のおかげで、今まで時間がなく 

 出来ずにいたことができ、スッキリしました。 

 宅飲みは、きちんとウイルス対策を徹底し 

 家にストックしていた物を持って行き 

 友人と２人で行いました。 

 気持ちもリフレッシュできて、楽しく 

 ゆっくり過ごすことが出来ました。 

 まだまだ油断できませんが、程よくおうち時間を 

 楽しみ、長期戦を乗り越えていきましょう！ 

             （鉄骨工場 米谷陽向) 

               新型コロナウイルスも 

              落ち着いてきたかの様に思われ 

            緊急事態宣言も解除されましたが 

            まだまだもとの生活には 

            戻れそうもないですが 

ストレスを溜めすぎずにおうち時間を楽しめればいいなと 

少しだけお休みの様子を載せてみます。 

  今年のＧＷは布マスク作りをして 

 家族の分や旦那両親の分など大量生産をしました。 

 夫両親が子どもの為に布やゴム紐を 

 買ってきてくれ 

 ありがたく使わせてもらいました。 

 今は飽きてしまって 

 縫うだけの状態の物が何個も 

 残っていますが…笑  

 他には公園も動物園も行けないので 

 子ども達のありあまる体力消耗にと 

 近所を散歩をしていました。 

 普段は時間に追われ 

 子どもとゆっくり過ごす時間も 

 少ないですが今回の自粛期間は 

 ゆっくり一緒にいれた貴重な期間でもありました。 

               (営業部 小林育美) 第２工場 

鉄骨工場 

第１工場 
設計部 

押野渓太 
 

早く仕事を覚えて 

会社に貢献したい 
髙木文也 
 

溶接の練習をして 

色々な資格を取りたい！ 

吉田徹 

この仕事は長くやってますが 

まだまだ色々覚えることが 

たくさんあります。 

会社の力になれるように 

頑張りたいです。 

よろしくお願いします。 

大矢章子 
早く仕事を覚えて 

役に立てる様に 

頑張ります！ 

最後までお読みいただき、ありがとうございます。 
新型コロナウイルス禍により変化していく生活スタイルに 

戸惑いながらも対応する日々。 

緊急事態宣言の解除、移動制限の緩和で経済も少しずつ 

動き始めました。 
あわせて、これからの時期は熱中症にも気をつけなければ 

なりません。一日でも早く元の生活に戻ることを願いながら 

「ガンバレ日本！」       (生産管理部長 原大樹) 

 


